
お気楽Gear-labニュースレター第４号です。 

Gear-Labができるまで。泣いた。笑った。感動した。 （その４） 

前回はアメリカハワイでの生活がスター

トした話しですが、このとき私は産まれて

初めて便秘を体験しました。緊張の連続

だったんでしょう。アパートのエレベー

ターに乗っただけでも英語の嵐です。知

らない女性から“Today is Windy.”今日は

風が強いねと言われただけでもその意

味が分からず、“Thank you!”という微妙

な笑顔で挨拶していた私がいます。(̃_̃;) 

やっぱり英語が分からない。こちらが覚

えている英語は言えるのですが聞き取

れない。屋台のホットドック屋さんの言葉

も聞き取れない。“What do you want it?” 

ホットドックに何をかける？という英語が

「ワレワナン？」としか聞こえないので

す。それも何度も聞き返しましたがやっ

ぱり、「ワレワナン？」としか聞こえま

せん。 ニヤッと不思議な笑いをする

私に屋台のオジサンは、不思議そうな

顔をしてパンにソーセージのみを挟ん

だものを差し出します。もちろん美味し

くないしパクパクとノドは乾きます。オ

ジサンと私はお互いに不思議そうに

見つめ合うのです。(*_*)  

私はあまりお金もないのにレンタカー

を借りて一人で寂しいドライブをしまし

た。マクドナルドのドライブスルーに

入ってカメラ付きのメニューに向かっ

たとき、“○×△～※※■◎．。⊿(゜

Ｏ゜)☆”という英語を聞いてバックして

急いで逃げ出したこともあります。 ハ

ンバーガーも食べれない。(T_T) 実は

意外に難しい癖のあるローカルな英

語だったのを後から分かりました。 

そうしながら、私はディーマーという

根っから明るいハワイアンとその彼女

の日系も混じるバーバラジェーン達と

出会い遊んでばかりの日々が始まり

ました。しかし、この付き合いがそれ

から２０年間以上も続くとは・・・人の縁

とは不思議です。 

その友達は人種のるつぼです。ハワ

イアン、アングロサクソン、フィリピン、

チャイニーズ、ジャパニーズ、サモア、

Gear-Lab製品をご利用ありがとうございます。 

不景気の話しはまだまだ続いているのですが、先日東京

オリンピック当時、高度成長期スタート時期のドキュメント

番組がテレビでありました。そのなかで熱烈なエネルギー

を発しているある経営者が言いました。 

「なんだ、俺にもできるじゃないか。やればできるんだ。」 

と・・・熱い言葉に私は頭の芯までシビれました。 

「やればできる。」 こんなに簡単で意味が深い言葉は最

近聞きません。 私自身が「やればできるんだ。」という言

葉に支えられてきたように思います。色々書き綴っている

私の過去はどうしようもないくらいの劣等生です。(̃_̃;) 

熱い話しになりますが、私が自信をもって言える言葉は「人

は変われる」ということです。そしてそのチャンスは人との出

会いにあるとも思っています。 

ツキや運ってなんだろなあ～？と最近

思います。ツキは「人との出会い」なん

だ、運はその連続なんですね。 

そんな出会いを今からたくさんやってい

きたいです。 Shall we have a enjoy  !? 

Gear-labは普通の釣具店にはない

新しく夢のある逸品釣具を紹介し続

けます。 全国の熱い人たちと共に

本当に良いものを世の中に出すこ

とに真剣であり常識にとらわれない

商品開発や逸品釣具を求める方と

のみチームを組んでいきます。 
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カナディアン、悪い友達も明るい友達も

デブな友達も働かない友達も秀才の友

達もできたのが私の財産となりました。

やっぱり友達はどの国に行ってもいいも

のです。(^_^)  

このニュースレターでは書けないほどの

悪いことをたくさんしました。（お酒のつま

みとして聞いていただけるのであれば、

全国どこにでもこのお話しをしに参上し

ます。）(^-^)/ 

やっぱり英語ができず私の英語力はあ

まり伸びないのですが、前号のフッカー

（売春婦）の英語レッスンで「度胸」という

ものを教わったような気がします。分から

なくてもいい。話せ。ということです。 

例えばホテルで自動ロックになっている

部屋を私が下着で廊下に飛び出したとき

自分の部屋に入れなくてあわてふため

いた私がホテルマンに言った英語は

“Key inside,Me outside.OK?”です。これ

で十分に伝わります。 

フッカーの英語はスラングが多いのも勉

強です。白人はチャーリー、お金はブレッ

ド、女性はレッグ、などなど普通にいろい

ろあるので戸惑います。 

さてさて、ハワイ大学での空手指導員と

いう仕事を一生懸命に  次頁につづく→ 

 



〒813-0016 福岡市東区香椎浜2丁目5-2-701 

Ｔｅｌ ０９２－６６３－５１９６ 

Ｆａｘ ０９２－６６３－５１０２ 

Ｍａｉｌ ＮＱＥ５０２１０＠ｎｉｆｔｙ．ｃｏｍ 

つづき→ やっていたのですが、私はアメリカの車が大好きで

いろいろな車をレンタカーで借りて乗っていました。 

おかげで現地で日本人旅行客の案内人も務めてハワイの

あらゆるところを旅行者と一緒に旅していました。キャディ

ラックやリンカーンに乗った怪しい案内人ですが日本旅行

の出先機関としてしっかり働きました。車だけはラグジュア

リーカーかスーパーカーです。 

そのうちアメ車の5600ccのシボレーカマロが大好きになり

それを専門に新古車を日本に輸出するようになりました。

当時一台３万ドルの買い物は私の年収でしたが意外に早

い内に不良債権を起こしました。日本にいるちょっとヤクザ

な方が車だけもって送金されてこないのです。 

完全に乾されてしまいました。友達に借金を３千ドルくらい

しましたがそれが限界でした。そんなときに海外協力隊で

フィリピンにいる友人から一通のハガキが来ました。ハガ

キや手紙というものは海外にいると本当に嬉しいもので

す。必ずポストの前で手を震わせながら読みます。 

彼からの手紙は「金がなくて現地人から借金して恥ずかし

い。」という内容のものでした。私と一緒です。（～＿～；） 

早速私は郵便局に行って、インスタントラーメンとお茶漬け

をフィリピンに送りました。私の手元にはたったの２ドルし

かありません。 

アパートの家賃滞納が始まりロビーに行くのさえ嫌になり

ます。海外でお金がないのは本当に辛いです。 

さて来月は極貧のサバイバルなハワイ暮らしの話しです。 

当時はもうダメかと思いましたが、今となっては笑い話なの

で皆さんにお話しいたします。   >^_^<  次号につづく 
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毎月の新製品に追われ、全国を旅

しながら、モノづくりと販売のお手伝

いをしています。 

お気軽にメールください。面白い釣

具があれば全国どこへでも参上し

ます！一杯呑みましょう。（̃。̃） 

 

メール NQE50210@nifty.com 

携帯     090-8406-9591 

カレイ釣りのシーズンです。カレイ釣りの仕掛けで全国共

通していることは“目立つ”ということですね。華やかなビー

ズや綺麗なふわふわの羽などがついてハデハデな仕掛け

をよく見かけます。カレイからみるとその派手さは夜のネオ

ンに近いのではないかと思えるくらいです。 

しかし、一番重要なことは派手なことよりも目立つというこ

とです。その目立ち方で一番良いのはエサが動いていると

いうことです。どんな魚もじっとしているエサより動いている

エサに興味を示します。どんな色や形よりも動くということ

が大事ですね。 

そこで、投げ釣りのエサ付けで針にたくさんのムシエサを

房掛けしても遠投できるものを開発しました。私は針に結

んだハリスに針のチモトが輪になっている針を通しますの

で２本針で約１０匹のアオケブを刺しますがそれを思いっき

り遠投できるカプセルを作りました。テンビンも無いのでよ

く飛びます。もちろんオマツリもしません。 

カレイ釣りでよく釣れる人はエサの使い方が尋常ではない

ようで、Gear-Labブログスタッフの花丸さんは毎回１ｋｇの

アオケブを使っての釣果です。どうぞお楽しみに。(^。^) 

「ムシエサ遠投おもり」３月リリースします 

お気楽ＤＥＴＣＨこと福山でした 

Gear-labホームページ 

http://www.gear-lab.com 

私は博多生まれの博多育ちなんですが、博多湾のはずれ

に志賀島という細く陸とつながった島があり、そこの網元の

おばあちゃんの話しです。 

港で網元のおばあちゃんが魚を卸すときは「あんた、どんだ

けいるね？」と簡単な問いかけだけで「こんだけもろうとく」

と言って色んな人が鮮魚を持って行くのですが、そこには

伝票が一切ありません。この光景は通常のビジネスなら信

じられません。完璧な信用取引です。 

あるのはおばちゃんの頭の中にある記憶だけなんです。で

も５日以内に銀行振込が１００％確実に行われています。 

おばあちゃんの家は大家族が住める大黒柱のある古い民

家なんですが、毎朝、米を７升炊きます。郵便屋さん、クロ

ネコヤマト、漁師、子供達と色んな人がやってきてご飯を食

べていきます。勿論当たり前のようにビールもお酒もでま

す。色んな相談事まであります。商売は順調です。 

おばあちゃんは商売人で「あきんどん家に人がこんごとなっ

たら終わりばい」と言います。このおばあちゃんの廻りはた

くさんの人がやって来ます。この学びは大きいです。 

あと一つ、大分県のある釣具店も繁盛してます。お客さん

に釣具の信用貸しをします。高い鮎竿をお代はいつでもい

いよと言っています。しかし、決していい加減な気持ちでは

ないと感じます。未回収もあるだろうにと言うとそれも含め

て商売だとハッキリしてます。どこの釣具店も不況なのにこ

の店は繁盛してます。おばちゃんに学ぶべきことは大きい

ですが、一筋縄には行かないなかで感服しています。 

Gear-lab 

おばあちゃんの完全信用取引のおはなし 


